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は
じ
め
に

滋
賀
県
は
京
都
府
に
隣
接
し
て
い
る
地
域
で
、
近
代
以
降
は
京
阪
神
地
域
の
後
背
地
と
し
て
農
業
生
産
を
主
と
し
な
が
ら
、
部
分
的
に
工
場
が
出
来
、
ま
た
京
都
な
ど

に
は
労
働
力
を
提
供
し
て
き
た
。

滋
賀
県
に
在
日
コ
リ
ア
ン
の
足
跡
が
最
初
に
記
さ
れ
る
の
は
一
九
一
〇
年
前
後
の
宇
治
川
発
電
所
の
水
路
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
（
大
津
市
南
部
）
だ
と
推
定
さ
れ
る
が
、

そ
の
あ
と
は
一
九
四
五
年
の
敗
戦
ま
で
各
地
域
ご
と
に
労
働
の
現
場
を
求
め
て
朝
鮮
半
島
よ
り
渡
航
し
て
き
た
人
の
姿
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
湖
北
で
は
土
倉
鉱
山

滋
賀
県
の
湖
南
・
甲
賀
地
方
は
野
洲
川
の
流
域
と
信
楽
の
高
原
地
域
か
ら
な
る
山
間
地
域
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
は
戦
前
か
ら
朝
鮮
半
島
出
身
者
が
土
木
工
事
現
場
で
働
き
、

第
二
次
大
戦
末
期
に
は
大
阪
・
兵
庫
地
域
か
ら
空
襲
を
逃
れ
る
た
め
に
移
住
し
て
農
作
業
で
生
計
を
建
て
る
人
も
増
え
た
。
彼
ら
は
戦
後
は
貧
困
と
差
別
の
ま
な
ざ
し
の
な
か

で
、
過
酷
な
労
働
に
耐
え
、
厳
し
い
生
活
を
過
ご
し
て
き
た
。
本
論
で
は
彼
ら
の
歩
ん
で
き
た
道
や
生
活
実
態
を
知
る
た
め
に
、
人
口
統
計
や
わ
ず
か
の
資
料
を
ま
と
め
、
ま

た
4
人
の
在
日
2
世
か
ら
の
「
聞
き
取
り
」
調
査
を
行
っ
た
。
過
去
の
在
日
コ
リ
ア
ン
が
日
本
各
地
で
過
ご
し
て
き
た
歴
史
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
忘
却
さ
れ
つ
つ
あ
る

今
、
少
し
で
も
そ
の
足
跡
を
記
録
し
よ
う
と
し
て
、
こ
の
研
究
と
調
査
を
ま
と
め
た
。
統
計
表
や
そ
の
他
の
資
料
は
数
少
な
い
先
行
研
究
者
の
研
究
成
果
を
利
用
さ
せ
て
頂
い

た
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
記
し
て
、
お
礼
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

論
文
要
旨

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
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（
旧
木
之
本
町
、
現
在
は
長
浜
市
）
で
の
銅
や
硫
化
鉱
の
採
掘
と
運
搬
現
場
、
湖
東
で
は
石
灰
採
掘
や
セ
メ
ン
ト
工
場
、
琵
琶
湖
の
干
拓
、
醤
油
工
場
な
ど
、
湖
西
で
は
朽

木
（
朽
木
村
、
現
在
は
高
島
市
）
の
マ
ン
ガ
ン
鉱
、
大
津
市
域
で
は
紡
績
関
係
の
工
場
勤
務
、
旧
日
本
軍
軍
事
基
地
の
造
成
や
基
地
関
連
の
仕
事
な
ど
に
従
事
し
て
い
た

こ
と
が
部
分
的
に
判
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
在
日
の
人
び
と
の
動
静
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
強
制
労
働
」
と
の
関
連
を
含
め
た
調
査
と
研
究
が
地
元
で
の
研
究
に

た
ず
さ
わ
る
人
々
の
手
に
よ
っ
て
部
分
的
に
発
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
全
容
を
解
明
す
る
に
は
到
っ
て
い
な
い（

1
）。

本
論
の
対
象
地
域
で
あ
る
湖
南
・
甲
賀
地
域
に
つ
い
て
は
対
象
地
域
が
広
大
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
そ
の
実
態
が
判
明
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
統
計
数
字

か
ら
見
る
と
、
後
述
の
よ
う
に
、
山
間
部
で
あ
り
な
が
ら
、
在
日
の
人
口
は
少
な
く
な
い
こ
と
、
農
業
従
事
者
が
い
た
こ
と
、
し
か
し
地
域
で
の
部
落
解
放
運
動
や
融
和

政
策
事
業
の
中
で
在
日
は
ま
っ
た
く
登
場
せ
ず
、
現
代
の
地
域
の
人
権
問
題
活
動
家
も
知
る
こ
と
が
す
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

そ
こ
で
、
今
回
は
先
行
研
究
や
調
査
、
そ
し
て
人
口
統
計
な
ど
に
学
び
な
が
ら
、
数
名
の
在
日
コ
リ
ア
ン
か
ら
の
「
聞
き
取
り
調
査
」
と
現
地
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
の

地
域
の
在
日
史
の
一
端
を
彰
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

一
、
戦
前
の
湖
南
・
甲
賀
地
域
の
朝
鮮
人
の
推
移

現
湖
南
市
（
旧
甲
賀
郡
石
部
・
甲
西
・
三
雲
町
）
の
地
域
は
殆
ど
が
平
野
部
で
あ
り
、
近
代
以
降
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
国
道
一
号
線
や
旧
国
鉄
草
津
線
が
通
り
、

ま
た
野
洲
川
や
そ
の
支
流
の
杣
川
の
流
域
で
も
あ
っ
て
、
古
く
か
ら
の
街
道
筋
の
宿
場
な
ど
を
含
め
て
人
口
は
少
な
く
な
く
、
農
業
生
産
地
域
と
し
て
発
展
、
ま
た
大
津
・

京
都
へ
の
通
勤
・
通
学
も
可
能
な
地
域
で
あ
っ
た
。
戦
前
の
在
日
コ
リ
ア
ン
の
動
向
を
記
す
最
初
の
統
計
（
表
1
）
で
は
一
九
二
〇
年
に
そ
の
人
口
は
記
さ
れ
て
い
ず
、

一
九
三
〇
年
に
は
旧
石
部
町
の
一
二
二
名
を
は
じ
め
、
若
干
の
人
数
を
か
ぞ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
は
旧
石
部
町
と
そ
の
周
辺
の
採
石
、
採
土
な
ど
の
現
場
で

働
い
て
い
た
人
び
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
男
性
に
比
較
す
る
と
女
性
の
数
が
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と
も
、
彼
ら
が
重
労
働
の
現
場
単
身
労
働
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
残
余
の
各
町
村
は
野
洲
川
の
上
流
の
山
間
地
と
信
楽
高
原
の
標
高
の
高
い
地
域
で
あ
り
、
農
業
の
適
地
は
少
な
い
。
こ
こ
で
は
旧
南
北
杣
村
の
合
計

で
一
八
二
名
、
そ
の
他
の
貴
生
川
、
雲
井
、
長
野
、
朝
宮
、
小
原
の
諸
村
と
合
わ
せ
る
と
二
二
五
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
二
九
年
に
は
じ
ま
っ
た
旧
国
鉄
信
楽
線
（
現

信
楽
高
原
鉄
道
）
の
工
事
現
場
が
中
心
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
記
事
が
あ
る
。
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そ
の
一
期
工
事
は
貴
生
川
・
長
野
間
一
五
キ
ロ
だ
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
二
工
区
に
分
ち
第
一
工
区
を
貴
生
川
か
ら
北
杣
村
・
峠
間
、
第
二
工
区
を
峠
・
長
野
間
と
し
、

今
工
事
を
急
い
で
い
る
の
は
第
一
工
区
だ
け
の
七
キ
ロ
一
〇
〇
の
土
木
新
設
工
事
で
あ
る
。
こ
の
工
事
は
昨
年
五
月
一
五
日
川
四
十
四
万
円
の
予
算
の
予
算
で
始
め

ら
れ
、
工
事
事
務
所
を
北
杣
村
牛
飼
に
設
け
、
殺
人
的
暑
熱
を
冒
し
て
請
負
の
東
海
鉱
業
株
式
会
社
に
属
す
る
約
二
百
名
の
日
鮮
4

4

土
工
が
北
杣
の
名
の
な
い
付
近
の

丘
か
ら
土
を
掘
り
出
し
、
蒸
気
機
関
車
の
ト
ロ
ッ
コ
で
せ
っ
せ
と
土
盛
工
事
に
励
ん
で
い
る（

2
）。（

傍
点
は
論
者
）

ま
た
時
は
少
し
前
に
遡
る
が
、
大
津
職
業
紹
介
主
任
の
談
話
記
事
が
あ
る
。

（
前
略
）
鮮
人
4

4

求
職
者
の
増
加
は
こ
の
紹
介
所
と
し
て
実
に
珍
し
い
事
で
そ
の
多
く
は
単
独
□
□
□
□
は
少
な
く
大
抵
二
三
人
連
れ
で
、
□
□
□
者
も
間
間
あ
り
ま
す

（表 1）戦前の滋賀県の朝鮮人人口の推移（1）

市町村
1920（大正 9）年 1930（昭和 5）年

総数 男 女 総数 男 女

大津市 0 0 0 182 133 49

滋賀郡 30 26 4 697 388 309

粟太郡 1 1 0 161 124 37

野洲郡 0 0 0 92 62 30

甲賀郡

石部町 0 0 0 122 82 40

三雲村 0 0 0 5 4 1

岩根村 0 0 0 10 8 2

伴谷村 0 0 0 1 1 0

柏木村 0 0 0 43 38 5

水口村 0 0 0 45 29 16

佐山村 0 0 0 1 1 0

土山村 0 0 0 81 65 16

鮎河村 0 0 0 2 2 0

大原村 0 0 0 1 1 0

寺庄村 0 0 0 3 3 0

貴生川村 0 0 0 1 1 0

北杣村 0 0 0 148 119 29

南杣村 0 0 0 34 27 7

雲井村 0 0 0 9 1 1

長野村 0 0 0 11 6 5

朝宮村 0 0 0 15 13 2

小原村 0 0 0 7 4 3

小計 0 0 0 539 405 127

蒲生郡 4 4 0 161 113 48

神崎郡 12 8 4 225 142 83

愛知郡 0 0 0 30 28 2

犬上郡 13 13 0 315 221 94

阪田郡 6 6 0 672 499 173

東浅井郡 1 1 0 107 60 47

伊香郡 1 1 0 28 23 5

高島郡 38 38 0 483 381 102

合計 106 98 8 3692 2579 1106
※  阪田郡入江村は 1923 年 11 月 15 日に米原町に編入。現
在の坂田郡は当時、阪田郡と表記。雲井村が男女合計数
が一致しないため全体合計にも誤差が生じるが原資料の
ままとした。出典）内閣統計局『国勢調査報告』（大正 9・
昭和 5年版）
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が
一
般
に
内
地
渡
航
後
間
も
な
い
と
見
え
て
内
地
語
を
解
す
る
者
の
少
な
い
の
は
全
く
閉
口
で
す
。
も
と
よ
り
少
々
で
も
内
地
語
の
判
る
者
に
は
極
力
紹
介
の
労
を

と
っ
て
い
ま
す
が
、
元
来
保
守
的
思
想
の
濃
厚
な
当
地
に
は
未
だ
差
別
的
観
念
が
去
り
ま
せ
ん
の
で
、
就
職
後
も
主
人
や
同
輩
の
侮
蔑
的
態
度
を
快
か
ら
ず
思
っ
て

間
も
な
く
飛
び
出
す
と
い
ふ
の
が
多
い
の
で
是
等
は
特
に
使
用
者
側
の
注
意
す
べ
き
点
で
、
或
は
こ
の
現
象
が
一
時
的
傾
向
で
あ
る
に
し
て
も
、
願
く
ば
こ
の
際
、

官
公
衙
銀
行
会
社
等
が
率
先
し
て
彼
等
の
為
に
陋
習
を
打
開
し
て
生
活
の
安
定
を
図
っ
て
戴
き
た
い
も
の
で
す（

3
）。

上
記
の
二
つ
の
資
料
の
う
ち
、
前
者
は
従
事
し
た
工
事
の
内
容
が
具
体
的
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
後
者
の
場
合
、
朝
鮮
人
求
職
者
が
大
津
の
職
業
紹
介
者
を
訪
れ
て
求
職

活
動
を
た
び
た
び
行
っ
て
お
り
、
渡
航
間
も
な
い
か
、
他
の
現
場
の
工
事
が
終
了
し
、
引
き
続
き
従
来
の
就
職
現
場
に
近
い
と
こ
ろ
で
の
就
職
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
。

ま
た
農
業
、
も
し
く
は
農
業
周
辺
の
業
務
従
事
者
の
存
在
を
裏
付
け
る
資
料
は
い
ま
だ
見
当
た
ら
な
い
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
大
阪
府
の
堺
市
周
辺
や
九
州
各
地

な
ど
で
小
作
に
従
事
し
て
い
た
朝
鮮
人
も
存
在
し
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
滋
賀
県
で
は
そ
の
よ
う
な
事
例
は
発
見
で
き
て
い
な
い
。

戦
前
の
朝
鮮
人
人
口
を
示
す
も
う
一
つ
の
統
計
は
協
和
会
の
会
員
数
で
あ
る
。
在
日
朝
鮮
人
の
統
制
と
「
皇
民
化
」
政
策
遂
行
の
た
め
に
一
九
三
六
年
に
「
協
和
事
業

実
施
要
旨
」
が
全
都
道
府
県
に
通
達
さ
れ
、
一
九
三
九
年
に
全
国
協
和
会
が
設
立
さ
れ
た
。
滋
賀
県
で
も
一
九
三
九
年
一
二
月
に
県
庁
兵
事
厚
生
課
内
に
滋
賀
県
協
和
会

の
事
務
所
が
置
か
れ
、
会
員
を
県
内
各
地
に
募
っ
た
結
果
、
一
九
四
三
年
に
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
の
会
員
・
準
会
員
数
を
数
え
た（

4
）。

そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
地
域
で
は
水
口
支
会
が
八
四
〇
名
（
在
住
人
口
八
四
三
名
）、
信
楽
支
会
が
五
九
一
名
（
在
住
人
口
五
九
一
名
）
と
な
り
、
両
支
会
を
合
わ
せ
る

と
大
津
市
（
当
時
の
市
域
）
に
次
い
で
、
大
人
数
を
擁
す
る
に
到
っ
て
い
る
。
先
の
一
九
三
〇
年
の
数
値
と
比
べ
る
と
、
一
八
〇
％
近
い
数
値
と
な
り
、
こ
の
期
間
で
の

流
入
朝
鮮
人
が
い
か
に
多
か
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
稲
継
靖
之
氏
の
作
成
に
な
る
滋
賀
県
の
朝
鮮
人
人
口
の
総
数
と
職
業
別
人
口
は
（
表
2
）
〜
（
表
4
）
の
各
表
が
示
す
通
り
で
あ
る
。
総
数
の
伸
び
は

一
九
四
〇
年
代
に
入
る
と
、
毎
年
一
五
〇
〇
人
程
度
の
増
加
で
あ
り
、
特
に
一
九
四
四
年
度
か
ら
一
九
四
五
年
度
の
一
年
間
に
は
八
五
〇
〇
人
、
率
に
し
て
六
二
％
の
増

加
率
で
あ
る
（
一
九
四
三
年
度
は
統
計
数
値
の
根
拠
が
明
確
で
な
い
の
で
評
価
で
き
な
い
）。

今
回
の
聞
き
取
り
調
査
の
対
象
と
し
た
人
び
と
は
、
こ
の
時
期
に
日
本
の
他
の
大
都
市
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
び
と
で
あ
り
、
戦
争
激
化
と
米
軍
の
空
襲
被
害
を
避
け

る
た
め
に
、
未
だ
農
山
村
が
多
か
っ
た
滋
賀
県
に
「
疎
開
」
し
て
き
た
こ
と
が
語
ら
れ
、
こ
の
急
激
な
人
口
増
加
の
要
因
の
事
実
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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（表 2）戦前の滋賀県の朝鮮人人口の推移（2）
年 総数 男 女 備考 出典
1907 2 12 月末現在 『滋賀県統計全書』学生 2名
1908 2 〃 〃
1913 8 〃 内務省警保局「大正九年六月三十日朝鮮人概況其三」
1914 9 〃 〃
1915 30 〃 朝鮮総督府『朝鮮の人口現象』（1927）
1916 95 〃 〃
1917 39 〃 〃
1918 62 〃 〃
1919 27 〃 〃

1920
106 102 4 6 月末現在 「朝鮮人概況其三」
138 12 月末現在 『朝鮮の人口現象』

1921
217 201 16 6 月末現在 内務省警保局「大正十年一月、朝鮮人近況概要」
138 12 月末現在 『朝鮮の人口現象』

1922 523 〃 〃
1923 753 〃 〃
1924 832 〃 〃

1925
1071 852 219 6 月末現在 内務省警保局「大正十四年中ニ於ケル在留朝鮮人ノ状況」
1091 12 月末現在 『朝鮮の人口現象』

1926 2176 1846 330 〃 内務省警保局「大正十五年中ニ於ケル在留朝鮮人ノ状況」
1927 1285 1006 279 〃 内務省警保局『社会運動の状況』
1928 2516 1925 591 〃 〃

1929
2391 1798 593 6 月末現在 〃
3008 12 月末現在 〃

1930 2871 2114 757 6 月末現在 〃
1931 3128 2150 978 12 月末現在 〃
1932 4021 2688 1333 〃 〃
1933 4835 3045 1790 〃 〃
1934 5163 3225 1938 〃 〃
1935 5759 3508 2251 〃 〃
1936 6172 3609 2563 〃 〃
1937 5712 3330 2382 〃 〃
1938 6263 3548 2715 〃 〃
1939 6659 3854 2805 〃 〃
1940 7792 4503 3289 〃 〃
1941 9465 5439 4025 〃 〃
1942 11130 6226 4904 〃 〃
1943 11173 〃 坪江汕二『在日本朝鮮人概況』（1965）
1944 12783 〃 〃
1945 20456 12722 7734 11 月 1 日現在 内閣統計局『昭和二十年人口調査』
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（表 3）内務省警保局による内地在留朝鮮人職業別調（1）（1938 年以前）
年次 1915 1917 1920 1921 1925 1926 1929 1930 1931 1932 1933

牧師・僧侶 1 3
事務員 3 3
学生 12 16 15 12 16
農業 83 70 88 42
商業 8 1 1 1 1 23 23 33 66

労働者

交通運輸就労者 1 3 6 12 8 12 20
職工 26 38 355 278 406 412 525 542 544
鉱坑夫 37 27
雇人 1 1 29 28 58 115 89 135 124 224

自由労働者 29 30 41 117 513 1658 1309 1639 1414 1938 1940
芸娼妓及酌婦 1
小計 30 31 105 214 874 2006 1830 2148 2077 2624 2708

其他
無職
合計 30 39 106 217 1071 2176 2391 2871 3128 4021 4835
備考 12月末 12月末 6月末 6月末 6月末 6月末 6月末 6月末 12月末 12月末 12月末

備考：  職業別分類は『社会運動の状況』1931 年版以降のものによった。なお、それ以前の統計における「労働」「土木」
「土方」「各種人夫」「日稼」については「自由労働者」に編入した。

出典：  1915 年は「昭和五年六月三十日、朝鮮人概況」、1917 年は「大正七年五月三十一日調、朝鮮人概況第二」、1920
年は「大正九年六月三十日、朝鮮人概況第三」、1922 年は「大正十一年一月、朝鮮人近況概要」、1925 年は「大
正十四年十二月、大正十四年中ニ於ケル在留朝鮮人ノ状況」、1926 年は「大正十五年十二月、大正十五年中ニ
於ケル在留朝鮮人ノ状況」、1929 年以降は『社会運動の状況』による。

（表 4）内務省警保局による内地在留朝鮮人職業別調（2）（1934 ～ 42、各年 12 月末日現在）
年次 1934 1935 1936 1937 1938 1939 1940 1941 1942

有識的職業 4 4 6 9 6 6 8 9 16
商業 184 208 341 339 436 479 557 355 377
農業 32 69 60 43 44 83 51 66 105
漁業 11 1 2 2 2 2 3

労働者

鉱業 10 81 86 49 68 128 184 255 417
繊維工業 403 545 509 420 276 449 540 601 480
金属機械工業 22 30 25 36 39 52 29 49 35
化学工業 165 42 95 42 45 52 91 79 30
電気工業 10 2
出版工業 1 1 2 1 1 1 1 1

食料品製造業 4 4 58 57 4 3 3 12
土木建築業 1426 1196 1046 894 1132 1274 1347 1507 1899
通信交通運輸業 49 109 101 68 49 53 75 81 51
仲仕業 45 116 34 20 23 42 34 45 44

一般使用人 228 375 222 166 177 177 207 206 170
其他労働者 398 684 507 400 348 102 570 672 446
小計 2747 3193 2633 2154 2215 2333 3081 3499 3585

接客業者 45 49 45 32 24 26 22 23 25
其他有業者 103 68 53 129 51 89 196 212 150
学生・生徒 24 32 31 57 49 132 76 67 71
小学・児童 354 396 504 579 795 399 1021 1507 1824
在監者 50 57 7 34 2 7
無職 1620 1683 2481 2335 2641 3108 2771 3725 4970
合計 3163 5759 6172 5712 6263 6659 7792 9465 11130

出典）『社会運動の状況』各年版による。
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さ
ら
に
（
表
4
）
を
み
る
と
、
一
九
四
〇
年
代
以
降
、
農
業
、
鉱
業
、
土
木
建
築
業
、
学
生
・
生
徒
、

無
職
が
伸
び
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
や
は
り
日
本
国
内
各
地
か
ら
家
族
ぐ
る
み
で
移
動
し
て
き

た
人
び
と
と
、
そ
の
人
び
と
と
り
あ
え
ず
つ
い
た
仕
事
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
ま
た
学
齢

期
に
達
し
た
二
世
の
子
ど
も
は
、
と
も
か
く
日
本
の
学
校
へ
入
学
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
四
三
年
八
月
に
な
る
と
従
来
の
志
願
兵
の
み
に
よ
る
朝
鮮
人
兵
士
が
不
足
と
な
り
、
朝
鮮
人
を
徴

兵
対
象
と
す
る
兵
役
法
に
改
正
さ
れ
て
、一
九
四
四
年
、四
五
年
に
朝
鮮
半
島
で
徴
兵
検
査
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
し
て
戸
籍
の
確
認
、
日
本
語
習
得
能
力
、「
皇
民
化
」
浸
透
度
な
ど
を
確
認
し
た
う
え
で
、
成
績
良
好
者

を
甲
種
合
格
と
し
た
。
こ
れ
と
は
別
に
各
軍
管
区
に
自
活
隊
と
し
て
一
万
名
を
配
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
自
活
隊
と
は
「
本
土
非
常
決
戦
措
置
要
綱
」
の
「
最
終
戦
争
指
導
会
議
報
告
九
号
」
に
よ
り
「
特
攻

用
飛
行
機
・
船
艇
用
液
体
燃
料
」
を
甘
薯
・
松
根
・
桑
の
木
皮
な
ど
か
ら
生
産
す
る
こ
と
を
各
駐
屯
地
に

命
じ
た
者
た
ち
の
名
称
で
あ
っ
た
。
ま
た
別
に
「
農
耕
勤
務
隊
」
と
し
て
、
主
と
し
て
中
部
・
関
東
軍
管

区
に
甘
薯
な
ど
の
食
糧
自
給
を
め
ざ
す
要
員
が
配
備
さ
れ
た
。
こ
の
兵
士
た
ち
は
兵
士
で
あ
り
な
が
ら
、

武
器
払
底
の
た
め
武
器
は
携
行
せ
ず
、「
赤
ベ
タ
の
肩
章
」
と
軍
服
、
鍬
と
ス
コ
ッ
プ
を
持
っ
た
奇
妙
な
兵

隊
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る（

5
）。

滋
賀
県
内
に
も
若
干
の
配
置
が
な
さ
れ
た
が
、
湖
南
・
甲
賀
地
域
で
は
そ
の

痕
跡
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
先
の
職
業
別
統
計
で
減
少
し
て
い
る
職
業
は
、
機
械
金
属
・
化
学
・
通
信
運

輸
工
業
・
仲
仕
な
ど
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
軍
需
工
場
な
ど
へ
の
転
職
、
そ
し
て
一
般
使
用
人
、
そ
の
他
労

働
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
「
非
常
時
下
」
の
労
働
現
場
の
推
移
と
実
情
を
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
戦
争
末
期
の
朝
鮮
人
人
口
と
敗
戦
直
後
の
人
口
動
態
を
市
郡
別
に
分
析
し
て
み
る
と
、（
表
5
）
の

よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
一
九
四
三
年
三
月
の
人
口
は
先
の
協
和
会
の
会
員
統
計
に
あ
る
朝
鮮
人
在
住

者
の
数
で
あ
り
、
一
九
四
五
年
一
一
月
の
人
口
は
内
閣
統
計
局
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
協
和
会
支

会
の
管
轄
区
域
と
四
五
年
の
市
郡
の
管
轄
が
異
な
っ
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
地
域
、
及
び
甲
賀
郡
の
近
接

（表 5）一九四三年の朝鮮人および一九四五年の朝鮮人・台湾人人口比較
市郡または協和会
支会別

一九四三年三月 一九四五年一一月
男 女 計 男 女 計

大津 四三六 一二五五 二六九一 一三五三 七七八 二〇八一
滋賀（堅田） 三五四 三〇〇 六五四 七〇一 四七〇 一一七一
長浜 六一一 三二二 九三三 三〇九 二九三 五五二
彦根 二八四 二九八 五八二 四一三 二五〇 六六三
甲賀（水口・信楽） 四八二 三六六 八九三 一八八六 一八五〇 三二三六
蒲生（八幡・日野） 五一六 二八八 五八二 二二四〇 八七九 三一一九
野洲 四〇七 三三八 七四五 八三六 五九六 一四三二
合計（含む他地域） 五八〇三 四五四七 一〇三五〇 一二七二二 七七三四 二〇四五六
※  一九四三年の数字は協和会事業機構調べ。内務省警保局保安課『協和事業関係』。一九四五年の数字
は内閣統計局調査。総務省統計局図書館マイクロフィルム。以上の二つの統計から作成した。なお
一九四五年の人口には在日台湾出身者も含まれている。（　）内の地域名は協和会の支会名でその管
轄郡区と行政上の郡とは同一である。
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地
域
な
ど
に
絞
っ
て
比
較
し
て
み
た
。
後
者
は
国
に
よ
る
調
査
と
は
い
え
、
敗
戦
直
後
の
混
乱
期
で
、
そ
の
正
確
さ
に
は
疑
問
点
も
多
々
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
）。

ま
ず
上
記
の
（
表
5
）
は
注
で
断
っ
た
よ
う
に
、
在
日
台
湾
人
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
厳
密
に
は
比
較
で
き
る
表
で
は
な
い
。
し
か
し
、
滋
賀
県
は
戦
争
中
も
戦
後

も
台
湾
出
身
者
の
集
住
し
た
地
域
も
な
く
、
ま
た
戦
中
・
戦
後
に
日
本
の
他
地
域
か
ら
多
数
が
移
住
し
て
き
た
痕
跡
も
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
比
較
は
在
日
朝
鮮
人

が
当
時
お
か
れ
て
い
た
社
会
状
況
を
中
心
に
考
え
て
差
し
支
え
な
い
と
し
た
い
。

四
五
年
八
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
朝
鮮
人
の
自
主
的
帰
国
は
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
時
期
は
帰
国
に
便
利
な
都
市
ほ
ど
早
い
傾
向
が
あ
っ
た
、
と
す
れ
ば
、
大
津
や

彦
根
で
の
人
口
減
に
そ
れ
が
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
一
方
で
、
戦
中
の
「
疎
開
」
は
一
九
四
五
年
三
月
の
東
京
・
大
阪
・
神
戸
・
阪
神
間
・
名
古
屋
な

ど
の
猛
烈
な
米
軍
空
爆
に
よ
る
被
害
が
そ
れ
ら
の
大
都
市
に
い
た
朝
鮮
人
の
農
村
地
域
へ
の
移
住
と
し
て
現
象
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
も
で
き
る
だ
け
空
爆
被
害
と
縁

が
薄
く
、
不
便
で
も
、
食
糧
が
自
給
で
き
る
農
山
村
へ
の
移
住
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
都
市
に
居
住
し
て
い
て
も
、
日
本
人
と
違
っ
て
頼
れ
る
親
族
も
な
く
、
そ

の
土
地
に
愛
着
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
、
大
多
数
の
朝
鮮
人
が
わ
ず
か
の
縁
や
情
報
に
す
が
っ
て
、
滋
賀
県
の
農
山
村
地
域
に
や
っ
て
来
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が

湖
南
・
甲
賀
を
は
じ
め
、
高
島
、
蒲
生
、
野
洲
、
滋
賀
な
ど
の
各
郡
へ
の
移
住
、
即
ち
人
口
増
加
の
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
敗
戦
、
そ
し
て
解
放
に
よ
る

帰
国
の
チ
ャ
ン
ス
は
ま
だ
不
透
明
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
こ
し
ば
ら
く
は
新
し
い
移
住
地
で
過
ご
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
時
期
の
人
口
増
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

三
、
戦
後
の
甲
賀
地
域
（
湖
南
・
甲
賀
市
域
）
の
在
日
コ
リ
ア
ン

戦
後
の
甲
賀
地
域
の
在
日
コ
リ
ア
ン
の
物
語
は
次
の
章
の
聞
き
書
き
に
譲
る
と
し
て
、
こ
の
地
域
は
水
利
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
農
作
物
の
育
成
に
適
地
で
あ
っ
た
こ
と

の
ほ
か
に
、
東
南
部
は
鈴
鹿
山
系
に
連
な
り
、
野
洲
川
や
そ
の
支
流
の
杣
川
が
、
ほ
ぼ
中
央
部
を
貫
流
し
て
、
豊
か
な
水
を
供
給
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
戦
中
か
ら
こ
の

地
域
の
上
流
で
の
ダ
ム
建
設
が
建
設
さ
れ
、
戦
後
、
そ
れ
が
本
格
的
に
実
施
に
移
さ
れ
た
た
め
、
大
規
模
な
造
成
工
事
が
は
じ
ま
っ
た
。
大
原
ダ
ム
、
青
土
ダ
ム
、
野
洲

川
ダ
ム
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
に
も
朝
鮮
人
の
姿
が
あ
っ
た
。
ま
た
戦
後
の
燃
料
払
底
時
期
に
は
亜
炭
の
生
産
が
奨
励
さ
れ
、
こ
の
地
域
に
も
数
多
く
の
亜
炭
や
マ

ン
ガ
ン
鉱
山
が
開
発
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
鉱
山
を
一
覧
表
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
（
表
6
）。

こ
れ
ら
の
鉱
山
の
多
く
は
零
細
で
従
業
員
一
〇
〜
三
〇
名
程
度
の
個
人
経
営
で
あ
り
、
労
働
条
件
は
過
酷
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
ま
た
開
業
は
戦
中
か
ら
の
も
の
が
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少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
亜
炭
も
一
般
家
庭
用
だ
け
で
な
く
、
工
業
用
と
し
て
も
必
需
品
で

あ
っ
た
し
、
マ
ン
ガ
ン
も
ま
た
汎
用
し
う
る
貴
重
な
鉱
物
資
源
と
し
て
武
器
生
産
に
も
不
可
欠
な
物
資
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
④
、
⑤
な
ど
は
お
そ
ら
く
朝
鮮
人
の
経
営
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

過
酷
な
条
件
を
い
と
わ
ず
、
そ
の
よ
う
な
現
場
に
朝
鮮
人
が
多
く
働
い
て
い
た
こ
と
は
、
京
都
府
内
丹
波
地

域
の
諸
鉱
山
や
滋
賀
県
の
高
島
市
の
朽
木
地
域
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
域
の
戦
後
の
全
体
像
を
知
る
た
め
に
、
そ
の
概
要
を
Ａ
さ
ん
（
元
朝
鮮
総
聯
滋
賀
県
本
部
の
甲
賀

地
区
担
当
常
任
委
員
）
か
ら
う
か
が
っ
た
こ
と
を
、
ま
ず
こ
こ
に
要
約
す
る
。

こ
の
地
域
に
は
知
人
か
ら
の
伝
聞
や
知
り
合
い
を
頼
っ
て
戦
中
の
大
阪
、
広
島
、
山
口
な
ど
か
ら
疎
開

（
移
住
）
し
て
来
た
人
が
多
か
っ
た
。
三
雲
の
Ａ
さ
ん
（
聞
き
取
り
者
の
Ａ
さ
ん
と
は
別
人
）
は
九
州

か
ら
来
た
人
で
、
現
在
も
鉄
工
所
を
営
ん
で
い
る
。
石
部
に
は
バ
ラ
ッ
ク
建
て
の
五
軒
長
屋
と
言
わ
れ

る
地
域
が
あ
っ
た
。
多
く
は
土
建
業
、
亜
炭
鉱
山
に
も
従
事
し
て
い
た
。「
強
制
動
員
」
対
象
者
か
ど

う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ダ
ム
建
設
労
働
者
は
ダ
ム
完
成
後
、
近
く
に
移
住
し
た
。
農
業
従
事
者
（
多
分

兼
業
）
も
た
し
か
に
い
た
。
農
業
者
や
土
建
業
者
の
場
合
、
行
政
当
局
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
総
聯
と
し

て
仲
裁
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
バ
ラ
ッ
ク
建
築
の
場
合
も
仲
立
ち
を
し
た
。
水
口
に
は
少
な
く
と
も
、
一
二
〜
三
軒
の
朝
鮮
人
集
落
が
あ
っ
た
。
農
業
の
人
は

六
五
〜
六
九
年
頃
ま
で
は
続
け
て
い
た
。
鉱
山
・
土
建
の
人
は
七
〇
年
代
前
半
ま
で
に
殆
ど
「
帰
国
」
し
た
。
そ
の
あ
と
飲
食
店
を
す
る
人
も
増
え
た
。

や
が
て
、
ダ
ン
プ
を
買
っ
て
自
前
の
仕
事
を
す
る
人
が
増
え
た
。
一
九
八
〇
年
、
三
雲
の
国
道
沿
い
に
朝
銀
の
支
店
が
で
き
た
。
家
の
新
改
築
、
ダ
ン
プ
の
購
入
、

そ
の
他
の
仕
事
の
開
業
資
金
、
ま
た
飲
食
店
の
開
業
の
た
め
の
資
金
需
要
が
旺
盛
に
あ
っ
た
。
ダ
ン
プ
は
き
つ
い
仕
事
だ
が
、
結
構
儲
け
た
人
も
い
た
よ
う
だ
。

三
雲
と
信
楽
に
朝
鮮
学
校
が
あ
っ
た
。一
九
四
八
年
に
閉
鎖
命
令
が
出
て
、ま
た
一
九
四
九
年
に
は
団
体
等
規
正
令
に
よ
っ
て
朝
連
が
解
散
さ
れ
た
時
に
閉
鎖
さ
れ
た
。

三
雲
は
夜
間
学
校
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
日
本
の
学
校
に
民
族
学
級
が
で
き
た
。
の
ち
に
膳
所
に
朝
鮮
学
校
が
で
き
た
折
に
は
三
雲
か
ら
六
〇
〜
七
〇
人
の
児
童
・
生

徒
が
通
学
し
た
。
送
迎
バ
ス
が
出
た
こ
と
が
あ
り
、
京
都
の
朝
鮮
学
校
へ
行
っ
た
子
も
い
た
。
総
聯
滋
賀
支
部
は
五
〇
年
代
に
は
で
き
て
い
た
の
で
、
い
ろ
ん
な
こ

（表 6）甲賀地域の鉱山群
鉱山名 所在地（旧村名）採鉱種別 従業員数 経営者名
①信楽 信楽町西 亜炭 五八 前川良一
②貴生川 貴生川村牛飼 〃 二九 貴生川炭鉱（株）
③猪口 三雲村三雲 〃 二一 猪口武雄
④三甲 三雲村三雲 〃 二一 金原好郎
⑤小原 小原村 〃 一六 国本太郎
⑥東洋 鮎川村大河原 〃 七〇 東亜細産業（有）
⑦飯道寺 雲井村宮町 〃 一二 根本芳治
⑧谷村 貴生川村三大寺 〃 一〇 谷村村八左衛門
⑨杉谷 甲南町 〃 一三 安達万寿造
⑩弥栄 鮎河村 マンガン 四五 弥栄鉱業（株）
⑪小野谷 貴生川村 〃 三六 岡本太郎
資料出所『滋賀年鑑』一九四八年版。同年六月調べ。
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と
が
で
き
た
。

日
本
の
学
校
で
の
民
族
学
級
は
、
行
政
か
ら
い
ろ
ん
な
妨
害
が
あ
り
、
そ
れ
と
闘
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
朝
鮮
学
校
へ
行
っ
た
子
も
増
え
、
結
局
、
民
族
学
級

は
な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
閉
鎖
を
惜
し
む
声
も
あ
が
っ
て
い
た
。

以
上
が
、
湖
南
・
甲
賀
地
域
を
と
り
ま
く
風
土
と
歴
史
の
概
要
で
あ
る
。
個
別
の
具
体
的
な
生
活
の
実
像
は
以
下
の
三
人
の
聞
き
書
き
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
復
元
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
湖
南
・
甲
賀
で
暮
ら
し
た
在
日
コ
リ
ア
ン

□
聞
き
書
き
・
Ｂ
さ
ん
（
在
日
二
世
・
女
性
）

○
父
の
故
郷
は
慶
尚
南
道
の
金
海
の
近
く
。
渡
日
し
て
大
阪
に
住
ん
で
い
た
が
、
戦
争
中
に
空
襲
を
逃
れ
る
た
め
に
自
主
疎
開
し
て
三
雲
に
来
た
。
私
は
一
九
三
九
年
の

生
ま
れ
で
、学
校
に
上
が
っ
た
の
は
終
戦
の
翌
年
の
一
九
四
六
年
の
こ
と
。
小
学
校
で
は
日
本
人
の
子
と
机
を
な
ら
べ
た
。
午
後
は
民
族
学
級
で
二
学
年
ご
と
の
ク
ラ
ス
で
、

別
棟
の
教
室
で
受
け
た
。
そ
れ
で
朝
鮮
人
だ
と
い
う
こ
と
が
す
ぐ
わ
か
る
の
で
い
じ
め
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
仕
返
し
は
大
量
の
小
石
を
自
転
車
に
積
ん
で
苛
め
た

子
の
家
に
投
げ
つ
け
た
。
差
別
を
す
る
先
生
の
家
に
も
石
を
投
げ
て
謝
ら
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
家
で
は
一
旦
は
帰
国
を
決
意
し
て
家
財
道
具
も
売
り
払
っ
た
が
、
な
に

か
の
事
情
で
あ
き
ら
め
、
ま
た
三
雲
に
も
ど
っ
た
。
母
は
十
二
歳
の
と
き
か
ら
大
津
紡
績
で
働
い
て
い
た
、
と
言
っ
て
い
た
。
韓
国
籍
は
旅
券
が
欲
し
か
っ
た
の
で
、
協

定
永
住
制
度
が
で
き
た
時
（
一
九
六
五
年
）
に
取
っ
た
。

○
三
雲
の
家
は
草
津
線
の
線
路
と
川
原
（
杣
川
）
の
間
の
狭
い
土
地
に
流
木
・
倒
木
な
ど
を
拾
っ
て
き
て
建
て
た
。
父
母
の
苦
労
は
大
変
。
水
道
は
四
年
前
（
二
〇
〇
九
）

に
や
っ
と
引
け
た
。
そ
れ
ま
で
は
井
戸
水
。
電
気
も
な
く
、一
九
六
〇
年
頃
ま
で
ラ
ン
プ
の
生
活
だ
っ
た
。
電
気
を
引
く
の
に
一
軒
あ
た
り
当
時
の
金
で
も
三
〇
万
円
払
っ

た
。
家
の
前
は
未
舗
装
だ
っ
た
の
で
、
ほ
こ
り
だ
ら
け
。
そ
の
舗
装
を
役
場
に
い
う
と
ま
た
三
〇
万
円
と
ら
れ
た
。
土
地
の
地
目
は
今
で
も
山
林
、
そ
し
て
一
代
限
り
、

と
い
う
約
束
で
借
地
料
も
払
っ
て
い
る
の
で
立
ち
退
き
を
逃
れ
て
い
る
。
う
ち
の
近
所
は
皆
そ
う
だ
。
家
は
そ
の
後
、
建
て
替
え
た
。

○
こ
こ
に
来
た
と
き
は
徴
兵
で
働
き
手
が
い
な
く
な
り
、
田
畑
が
荒
れ
る
の
で
地
主
が
朝
鮮
人
で
も
小
作
を
さ
せ
て
く
れ
た
。
皆
疎
開
し
て
き
た
人
達
で
一
四
〜
一
五
軒
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は
い
た
。
私
の
家
で
は
祖
父
が
耕
作
の
中
心
だ
っ
た
が
、
自
家
用
の
田
は
三
反
で
、
あ
と
五
反
も
借
り
て
、
他
の
朝
鮮
人
に
小
作
の
又
貸
し
を
し
た
。
男
五
人
と
女
二
人

で
米
と
麦
を
八
反
七
畝
を
耕
し
た
。
田
犂
き
、
田
植
え
、
施
肥
、
草
取
り
、
取
り
入
れ
な
ど
は
近
所
の
朝
鮮
人
、
時
に
は
日
本
人
と
も
共
同
で
作
業
し
た
。
牛
も
日
本
人

の
家
か
ら
借
り
た
。
と
に
か
く
農
機
具
が
な
い
時
代
だ
っ
た
か
ら
。
休
み
時
に
は
茶
、
菓
子
、
昼
に
は
飯
、
魚
、
漬
物
、
キ
ム
チ
を
持
っ
て
い
き
、
皆
で
田
の
畦
で
食
べ
た
。

反
当
た
り
収
量
は
六
俵
前
後
で
家
の
飯
米
の
分
を
除
い
て
京
都
へ
ヤ
ミ
で
持
っ
て
行
っ
て
売
っ
た
。
供
出
は
し
た
覚
え
が
な
い
。
地
主
が
一
括
し
て
や
っ
て
い
た
の
か
。

京
都
へ
売
り
に
行
く
時
は
皆
「
担
ぎ
屋
」
で
、
公
安
警
察
の
没
収
を
逃
れ
る
た
め
、
駅
の
手
前
で
列
車
が
徐
行
す
る
と
き
、
窓
か
ら
放
り
出
し
て
仲
間
に
受
け
取
ら
せ
た
。

京
都
で
は
そ
の
米
を
買
い
出
し
に
来
る
朝
鮮
人
も
い
た
。
ほ
か
に
は
川
原
の
砕
石
の
仕
事
、
近
く
の
鉄
工
所
や
材
木
屋
勤
め
、
山
林
の
伐
採
、
運
送
な
ど
何
で
も
や
っ
た
。

私
は
組
紐
の
仕
事
は
好
き
で
、
そ
れ
も
請
け
負
っ
て
や
っ
た
。

○
一
九
五
九
年
に
結
婚
し
て
子
ど
も
を
も
う
け
た
。
祖
父
母
の
方
針
で
男
の
子
は
日
本
の
学
校
へ
や
り
、
女
の
子
は
大
津
の
朝
鮮
学
校
へ
や
る
家
が
多
か
っ
た
。
私
は
ど

う
し
て
か
、
日
本
の
学
校
へ
行
っ
た
。「
帰
国
運
動
」
も
あ
り
、
何
軒
か
は
「
北
」
へ
帰
っ
た
。
し
ば
ら
く
は
音
信
が
あ
っ
た
。
韓
徳
洙
が
ひ
そ
か
に
隠
れ
て
き
て
い
た
、

と
い
う
噂
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
六
三
年
ま
で
百
姓
を
し
て
い
た
。
そ
の
後
、夫
は
ダ
ン
プ
の
運
転
手
と
な
っ
た
が
、一
九
七
五
年
に
ダ
ン
プ
を
自
分
で
買
っ
て「
ひ

と
り
親
方
」
に
な
っ
た
。
月
に
当
時
の
金
で
三
十
万
円
は
稼
げ
た
。
私
も
免
許
を
と
っ
て
ダ
ン
プ
に
乗
っ
た
。
夫
の
死
後
も
し
ば
ら
く
は
ダ
ン
プ
の
仕
事
を
続
け
た
。
と

に
か
く
仕
事
は
な
ん
で
も
し
た
。

○
近
所
と
の
か
か
わ
り
は
、
買
い
物
は
三
雲
の
駅
前
の
八
百
屋
で
は
「
通
い
」（
通
帳
）
で
買
っ
て
、
ま
と
め
て
支
払
っ
た
。
毎
日
払
う
「
日
銭
」
が
な
い
か
ら
。
他
の
朝

鮮
人
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
町
内
会
に
は
入
ら
な
か
っ
た
。
町
内
の
祭
り
に
も
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。
町
で
の
仕
事
が
で
き
る
と
川
原
の
家
か
ら
出
て
行
く
人
も
出
て
き
た
。

も
と
の
横
田
橋
の
と
こ
ろ
に
渡
し
船
が
あ
っ
て
、
水
口
の
町
へ
行
く
と
き
に
は
そ
の
渡
し
を
利
用
し
た
。
三
雲
に
も
朝
鮮
学
校
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
そ
う
だ
が
、

私
に
は
そ
の
覚
え
が
な
い
。
学
校
と
い
っ
て
も
小
さ
な
小
屋
掛
け
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
思
う
。
京
都
や
草
津
に
は
遠
い
け
れ
ど
も
、
三
雲
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
つ
も

り
は
な
い
（
滋
賀
県
内
の
朝
鮮
学
校
は
表
7
・
8
を
参
照
）。
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□
聞
き
書
き
・
Ｃ
さ
ん
（
在
日
二
世
・
男
性
）

○
父
母
の
故
郷
は
慶
尚
南
道
の
宜
寧
郡
、
釜
山
か
ら
高
速
道
路
で
約
一
時
間
の
と
こ
ろ
。
父
は
畑
で
働
い
て
い
た
と
こ
ろ
へ
警
官
が
日
本
へ
の
渡
航
を
勧
誘
に
来
た
。
そ

し
て
翌
朝
、
家
へ
来
て
無
理
や
り
、
荷
物
も
持
た
せ
な
い
で
釜
山
へ
。
行
き
先
は
炭
鉱
だ
っ
た
が
、
そ
れ
の
名
も
場
所
も
告
げ
ら
れ
な
い
ま
ま
、
適
当
に
分
割
さ
せ
ら
れ

て
就
労
の
現
場
へ
。
一
九
四
一
年
頃
だ
っ
た
、
と
聞
か
さ
れ
た
。
あ
ま
り
に
仕
事
が
き
つ
く
、
怪
我
を
し
た
。
そ
れ
で
そ
こ
を
脱
走
し
て
西
宮
の
親
戚
を
頼
っ
た
。
そ
こ

は
土
手
沿
い
の
バ
ラ
ッ
ク
で
、土
方
の
仕
事
を
し
た
。
一
度
帰
国
し
て
、次
は
家
族
（
妻
と
長
女
）
と
一
緒
に
再
度
の
渡
日
。
一
九
四
五
年
の
空
襲
で
被
災
し
て
親
戚
を
頼
っ

て
滋
賀
県
の
石
部
へ
。
当
初
の
バ
ラ
ッ
ク
は
浸
水
し
た
の
で
、山
沿
い
の
通
称
「
五
軒
長
屋
」
へ
移
転
し
た
。
私
は
一
九
四
二
年
生
ま
れ
な
の
で
、戦
前
の
記
憶
は
乏
し
い
。

（表 7）  1948 年 2月現在における滋賀県内の朝鮮初等学校
一覧表

学校名 教員数 生徒数 所在地
膳所初等 2 76 大津市膳所町錦大竹町
大津初等 1 63 大津市東浦垣内町
石山初等 1 58 大津市膳所粟津町東1-20
滋賀初等 1 42 大津市滋賀里
別保初等 2 20 大津市膳所別保 349
藤尾初等 1 22 大津市藤尾町奥
牧初等 1 23 蒲生郡岡山村字牧岡山
安土初等 2 45 蒲生郡安土村下豊浦松原
八幡初等 1 28 蒲生郡八幡町出町通 6
彦根初等 1 45 彦根市安養寺町
高島初等 3 34 高島郡新儀村新庄
三雲初等
醒井初等 1 34 坂田郡醒井村大字枝折
新儀初等
今津初等
米原初等
信楽初等 3 31 甲賀郡信楽大字長野元町
能登川初等
堅田初等
備考：  漢数字は算用数字に直した。明らかに誤字と思われるもの

は訂正した。空欄は元資料に記載がなかった。
出典：  在日本朝鮮人連盟中央総本部「1948 年 2 月現在、全体組

織統計表」（『在日朝鮮人関係資料修成＜戦後編＞』第 2巻
所収）

（表 8）1949 年 5月現在における滋賀県内の朝連小学校一覧表
学校名 所在地 生徒数 教員数

藤尾朝連小学校 大津市藤尾町奥藤尾 25 1
錦織朝連小学校 大津市錦織山上町 35 1
三雲朝連小学校 甲賀郡三雲村三雲 38 1
八日市朝連小学校 神崎郡八日市町 37 1
八幡朝連小学校 蒲生郡八幡町出町通 6丁目 28 1
安土朝連小学校 蒲生郡安土村豊浦松原 28 1
鏡山朝連小学校 蒲生郡鏡山村八重谷 32 1
米原朝連小学校 坂田郡米原町大字南町 35 1
醒井朝連小学校 坂田郡醒井村大字枝折 23 1
膳所朝連小学校 大津市膳所錦北昭和町 145 3
旧大津朝連小学校 大津市金塚町 83 2
石山朝連小学校 大津市膳所粟津東 1丁目 47 1
別保朝連小学校 大津市膳所別保町上保 24 1
備考：  漢数字は算用数字に直した。明らかに誤字と思われるもの

は訂正した。
出典：  李殷直「在日民族教育の夜明け：1945年 10月～ 48年 10月」

（『高文研 2002 年巻末資料：1949 年 5 月の全国の民族学校
の状況』より）
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石
部
に
は
五
軒
長
屋
に
一
〇
世
帯
、
長
石
を
採
掘
す
る
灰
山
に
一
〇
軒
ほ
ど
、
石
部
駅
裏
に
は
六
〜
七
軒
ほ
ど
の
同
胞
の
住
ま
い
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
廃
材
・
ト
タ
ン

を
張
り
合
わ
せ
た
応
急
住
宅
で
少
し
ず
つ
人
が
住
め
る
よ
う
に
改
築
を
重
ね
た
。
私
の
い
た
と
こ
ろ
は
「
ア
パ
ッ
チ
部
落
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
て
、今
も
現
存
し
て
い
る
。

今
、「
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
ん
だ
よ
」
と
言
っ
て
、
周
り
の
子
ど
も
達
を
び
っ
く
り
さ
せ
て
い
る
。
五
軒
長
屋
の
奥
に
は
十
軒
く
ら
い
日
本
人
の
家
が
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は

私
ら
の
長
屋
を
避
け
て
通
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
地
域
の
差
別
は
ひ
ど
か
っ
た
。

○
地
域
の
同
胞
の
仕
事
は
土
方
、
鉄
屑
集
め
、
林
野
伐
採
、
小
作
な
ど
。
闇
米
売
り
は
私
は
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
皆
が
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
仕
事
の
た
め

に
日
本
人
か
ら
苛
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
み
じ
め
だ
っ
た
。
両
親
と
は
母
語
（
朝
鮮
語
）
で
会
話
。
地
域
に
夜
間
の
民
族
学
級
が
あ
り
、
そ
こ
で
朝
鮮
語
を
習
っ
た

の
で
、
ハ
ン
グ
ル
を
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
朝
連
の
学
校
も
あ
り
、
当
初
は
部
屋
借
り
だ
っ
た
が
、
後
に
は
集
会
所
が
で
き
た
の
で
、
そ
こ
を
利
用
し
た
。
こ
こ
で
学

ん
だ
人
で
帰
国
し
た
人
も
多
い
。

○
父
親
は
威
厳
と
決
断
力
が
あ
る
人
で
、
七
年
前
に
死
去
し
た
が
、
無
年
金
だ
っ
た
。「
人
間
と
し
て
扱
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
つ
も
語
り
、
子
ど
も
達
に
厳
し
か
っ
た
。

そ
れ
で
良
か
っ
た
、
と
今
も
思
う
。
周
り
の
日
本
の
子
か
ら
は
「
ニ
ン
ニ
ク
、
臭
い
、
チ
ョ
ー
セ
ン
」
と
か
ら
か
わ
れ
続
け
た
。
長
い
間
、
地
域
の
日
本
人
は
寄
り
つ
き

も
せ
ず
、避
け
ら
れ
て
吉
彦
神
社
の
祭
礼
に
も
呼
ん
で
も
ら
え
な
か
っ
た
。ケ
ガ
レ
と
い
う
差
別
意
識
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。今
頃
で
は
寄
付
金
は
と
り
に
く
る
。長
屋
に
作
っ

た
オ
ン
ド
ル
バ
ン
で
川
か
ら
取
っ
て
き
た
台
湾
ド
ジ
ョ
ウ
や
鶏
肉
を
皆
で
食
べ
た
こ
と
が
良
い
思
い
出
だ
。
同
胞
は
皆
責
任
能
力
が
あ
る
人
で
互
助
精
神
が
あ
り
、
泥
棒

に
あ
う
こ
と
も
な
く
、
家
に
は
鍵
も
か
け
て
い
な
か
っ
た
。
名
前
は
本
名
で
通
し
た
。
こ
れ
は
父
の
方
針
だ
っ
た
。

○
六
十
年
代
以
降
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
集
め
、
塗
金
業
、
運
送
、
土
木
な
ど
で
自
営
す
る
人
が
増
え
た
が
、
近
年
は
不
況
で
廃
業
し
た
人
が
七
割
、
皆
勤
め
人
に
な
っ
た
。
工

業
団
地
が
近
く
に
で
き
た
が
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
人
は
少
な
い
。
韓
国
か
ら
の
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
女
性
は
飲
食
業
を
し
て
い
る
人
が
多
い
。
在
日
や
日
本
人
と
結
婚
し

て
子
ど
も
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
る
。
私
は
大
学
を
卒
業
し
て
、
八
幡
小
学
校
で
数
学
と
理
科
を
講
師
と
し
て
教
え
つ
つ
、
民
族
学
級
で
在
日
の
子
を
数
人
教
え
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
子
ら
は
い
き
い
き
と
し
て
い
た
。
こ
の
子
た
ち
に
は
生
き
方
を
教
え
て
や
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
ま
た
日
本
人
の
良
さ
も
学
べ
、と
も
言
っ
て
き
た
。

日
本
人
教
師
の
私
へ
の
態
度
は
マ
ル
・
バ
ツ
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
た
。
私
は
そ
の
の
ち
一
旦
大
手
の
系
列
会
社
に
入
っ
た
が
、
そ
こ
を
退
職
し
て
今
は
住
宅
関
連
事
業
の

会
社
を
自
営
し
て
い
る
。
そ
の
傍
ら
、
一
度
は
非
行
を
犯
し
た
子
ら
の
た
め
の
青
少
年
育
成
事
業
（
更
生
事
業
）
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
続
け
て
い
る
。
国
籍
は
ど
う
あ
れ
、

地
域
に
も
親
に
も
見
捨
て
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
引
き
受
け
る
場
所
と
人
が
絶
対
必
要
と
思
う
。
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□
聞
き
書
き
・
Ｄ
さ
ん
（
在
日
二
世
・
男
性
）

○
一
九
四
六
年
生
ま
れ
。
生
ま
れ
た
場
所
は
京
都
市
伏
見
区
だ
っ
た
が
、
生
後
、
大
津
市
内
、
舞
鶴
、
ま
た
大
津
市
内
な
ど
を
経
て
、
父
の
仕
事
の
現
場
で
あ
る
甲
賀
郡

大
原
村
（
の
ち
、
甲
賀
町
）
へ
来
た
。
父
の
故
郷
は
慶
尚
北
道
の
華
北
面
と
聞
い
て
い
る
。
日
本
へ
来
て
ど
う
し
て
暮
ら
し
て
い
た
か
は
、
殆
ど
聞
い
て
い
な
い
。
三
池

炭
鉱
で
働
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
ら
し
く
、「
炭
鉱
節
」
が
得
意
だ
っ
た
。
戦
後
、
県
内
最
大
の
土
堤
ダ
ム
と
し
て
建
設
が
始
ま
っ
た
大
原
ダ
ム
の
工
事
現
場
で
請
負
師
か
、

手
配
師
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
ら
し
い
。
私
た
ち
は
ダ
ム
の
川
下
の
飯
場
に
住
ん
だ
。
飯
場
に
は
三
〇
〜
五
〇
人
く
ら
い
の
朝
鮮
人
だ
け
が
暮
ら
し
て
い
た
、と
思
う
。

父
は
一
時
、「
民
戦
」
の
仕
事
も
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
新
聞
が
読
め
ず
、
逆
さ
に
し
て
読
ん
で
い
る
振
り
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
母
は
四
人
の
男
の
子
を
育
て
て

く
れ
た
が
、
近
く
の
農
作
業
の
手
伝
い
な
ど
も
し
て
い
た
。
父
は
ス
シ
米
を
京
都
へ
売
り
に
行
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

○
食
糧
に
は
困
っ
て
い
た
。
朝
は
芋
、
野
菜
の
切
れ
端
、
麦
。
昼
弁
当
は
な
し
。
学
用
品
も
ロ
ク
に
持
た
な
か
っ
た
。
私
の
出
生
届
が
な
く
、
後
に
戸
籍
を
確
定
す
る
と

き
に
困
っ
た
。
た
ぶ
ん
、
解
放
直
後
の
こ
と
と
て
手
続
き
を
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
母
は
ま
た
近
所
の
農
業
用
用
水
溝
の
掃
除
を
手
伝
っ
て
い
た
が
、
そ
の
仕
事
を

断
わ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ど
う
い
う
わ
け
か
、魚
屋
で
魚
を
売
っ
て
く
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
他
方
、茶
の
実
、薬
草
、ワ
ラ
ビ
を
茹
で
た
も
の
を
町
へ
売
り
に
行
っ

て
い
た
。
母
は
「
一
日
だ
け
で
も
人
間
ら
し
く
生
き
た
か
っ
た
」
と
言
っ
て
亡
く
な
っ
た
。
父
は
ど
う
い
う
意
味
か
わ
か
ら
な
い
が
、「
警
察
の
世
話
に
だ
け
は
な
る
な
」

と
言
い
続
け
て
い
た
。
子
ど
も
の
頃
、
朝
鮮
人
と
い
っ
て
差
別
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、「
ダ
ム
の
子
」
と
言
わ
れ
続
け
た
。

○
ダ
ム
工
事
の
終
了
後
は
そ
こ
で
働
い
て
い
た
朝
鮮
人
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
各
地
へ
新
し
い
仕
事
を
求
め
て
出
て
い
っ
た
。
私
の
兄
弟
た
ち
も
農
機
具
関
係
の
末
端
の

仕
事
、
設
備
屋
、
車
両
修
理
関
係
、
万
金
な
ど
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
母
は
四
人
の
男
の
子
を
一
人
前
に
育
て
あ
げ
た
こ
と
を
い
つ
も
自
慢
に
し
て
い
た
。

私
は
後
に
朝
青
同
に
加
わ
り
、
や
が
て
朝
鮮
総
聯
の
専
従
職
員
に
も
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ど
う
い
う
わ
け
か
、
父
は
そ
の
こ
と
に
猛
反
対
し
て
い
た
。
甲
賀
地
方
に

戦
中
・
戦
後
か
ら
朝
鮮
人
が
多
く
住
ん
で
い
た
こ
と
は
子
ど
も
の
頃
は
知
ら
な
か
っ
た
。
後
に
な
っ
て
三
雲
や
石
部
に
同
胞
が
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
亜
炭
鉱
山
で
朝
鮮

人
が
働
い
て
い
た
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
農
地
も
飯
場
と
そ
の
周
辺
も
自
分
の
も
の
で
な
く
、
み
ん
な
借
り
物
、
借
り
住
ま
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
県
の
朝

青
同
の
役
員
に
な
っ
て
、
か
つ
て
の
出
入
国
管
理
法
改
悪
反
対
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
闘
っ
た
こ
と
が
強
い
思
い
出
で
あ
る
。

ほ
か
に
も
、
京
都
市
地
域
・
多
文
化
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ロ
ン
に
よ
る
『
東
九
条
の
語
り
部
た
ち
―
十
四
人
の
聞
き
取
り
報
告
』（
二
〇
一
三
年
七
月
刊
）
に
収
録
さ

れ
た
滋
賀
県
で
一
時
生
活
し
て
い
た
こ
と
の
あ
る
在
日
の
Ｇ
・
Ｃ
さ
ん
の
話
が
あ
る
（
文
中
の
篠
原
と
は
現
在
の
近
江
八
幡
市
西
部
地
域
）。
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○
あ
の
頃
は
日
本
人
も
朝
鮮
人
も
そ
れ
（
闇
米
を
京
都
へ
持
込
ん
で
売
る
仕
事
）
で
生
活
し
て
た
。
安
土
も
な
、
よ
う
け
う
ち
の
同
胞
が
お
っ
た
ん
や
。
北マ

マ鮮
帰
っ
た
人

が
よ
う
け
い
は
る
ね
ん
。
篠
原
も
な
。
近
江
八
幡
は
少
な
い
け
ど
、
篠
原
や
ら
野
洲
に
も
お
っ
た
し
、
守
山
に
も
お
っ
た
。
安
土
、
能
登
川
も
多
い
。
河
瀬
は
あ
ん
ま
り

な
い
。
篠
原
は
同
胞
が
駅
前
に
よ
う
け
住
ん
で
ま
し
た
。
そ
う
い
う
人
ら
は
、
も
っ
と
田
舎
か
ら
闇
米
買
っ
て
き
て
な
、
京
都
か
ら
う
ち
ら
が
買
い
に
行
く
や
ん
。
う
ち

が
そ
れ
を
買
っ
て
き
て
、
そ
れ
を
ま
た
お
ろ
す
や
ん
。

滋
賀
県
の
篠
原
に
は
、
そ
う
や
つ
て
商
売
し
て
住
ん
だ
は
っ
た
同
胞
が
多
い
よ
。
近
江
八
幡
は
同
胞
だ
け
違
っ
て
日
本
人
も
朝
鮮
人
も
み
ん
な
や
わ
。
守
山
、
安
土
、

野
洲
、
能
登
川
と
か
も
そ
う
や
つ
た
。
そ
の
辺
は
な
、
チ
ェ
ジ
ュ
サ
ラ
ミ
（
済
州
島
の
人
）
が
多
い
の
。
な
ん
で
か
い
う
た
ら
、
昔
、
能
登
川
に
油
を
つ
く
る
会
社
か
な

ん
か
が
あ
っ
た
ら
し
い
ね
ん
。
そ
れ
で
戦
争
時
分
、
徴
用
か
な
ん
か
で
引
っ
張
っ
て
来
た
ん
ち
ゃ
う
か
な
っ
て
思
う
。
そ
こ
に
社
宅
が
あ
つ
て
、
そ
の
社
宅
の
人
が
み
ん

な
京
都
や
ら
大
阪
に
売
り
込
み
に
来
る
や
ん
。
よ
う
け
あ
っ
た
わ
。
チ
ェ
ジ
ュ
サ
ラ
ミ
だ
け
違
っ
て
、
陸
地
（
朝
鮮
本
土
）
の
ひ
と
も
よ
う
け
い
は
っ
た
わ
、
能
登
川
に

は
ね
。
百
姓
し
て
る
人
も
い
た
し
な
あ
。
安
土
に
も
同
胞
で
百
姓
し
て
る
人
い
は
っ
た
し
ね
。
私
は
運
び
専
門
で
、
二
〇
年
ほ
ど
や
っ
た
よ
。
う
ち
の
息
子
、
買
い
出
し

に
行
っ
た
こ
と
は
な
い
け
ど
、
仕
事
が
休
み
の
と
き
に
、
出
町
の
方
ま
で
運
ん
で
く
れ
る
こ
と
あ
っ
た
よ
。
駅
に
迎
え
に
も
来
て
く
れ
て
た
し
ね
。

私
、
ブ
タ
箱
入
っ
た
ん
は
、
六
、七
時
間
や
っ
た
と
覚
え
て
ま
す
。
日
本
の
人
も
い
る
し
、
日
本
の
人
は
田
舎
か
ら
売
り
込
み
に
来
て
た
。
私
含
め
て
、
七
条
署
の
大
き

な
部
屋
に
一
〇
人
く
ら
い
入
れ
ら
れ
た
と
思
う
わ
。
昔
は
水
道
局
の
と
こ
ろ
に
民
団
（
在
日
本
大
韓
民
国
民
団
）
が
あ
っ
て
ね
。
そ
れ
で
私
の
兄
が
、
民
団
の
人
連
れ
て

き
て
く
れ
て
、
ほ
ん
で
出
れ
た
。
あ
れ
い
っ
ぺ
ん
だ
け
や
ね
。
そ
の
後
は
、
京
都
駅
で
張
っ
て
た
ら
、
米
ほ
っ
て
出
る
わ
け
。
捕
ま
っ
た
ら
ブ
タ
箱
放
り
こ
ま
れ
る
か
ら
、

持
っ
て
出
な
い
。
一
回
、
煙
草
を
持
っ
て
き
て
ね
、
私
、
煙
草
も
運
ん
で
ま
し
た
ん
や
。
あ
の
時
、
ひ
っ
か
か
っ
た
ら
、
も
の
す
ご
く
怖
い
時
で
す
ね
ん
。

お
わ
り
に

滋
賀
県
の
西
南
部
を
占
め
る
湖
南
・
甲
賀
地
域
は
広
大
な
面
積
を
も
つ
土
地
で
あ
る
。
そ
こ
の
在
日
コ
リ
ア
ン
の
存
在
は
地
元
の
当
事
者
を
別
と
す
る
と
、
自
治
体
の

担
当
者
で
も
よ
く
知
ら
な
い
の
が
現
実
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
地
元
で
長
年
人
権
問
題
に
関
わ
っ
て
来
た
ご
く
一
部
の
人
は
在
日
の
人
び
と
が
あ
る
程
度
の
数
で
存
在
し
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。
だ
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
ど
こ
か
ら
か
、
ど
う
し
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
は
正
確
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
「
噂
話
」

程
度
に
終
わ
っ
て
い
た
の
が
実
状
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
噂
話
を
手
繰
っ
て
い
く
と
、
具
体
的
な
実
像
が
見
え
て
き
た
。
本
論
に
引
い
た
朝
鮮
総
聯
の
Ａ
さ
ん
の
話
は
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実
は
あ
と
か
ら
聞
い
た
の
だ
が
、
聞
き
書
き
を
し
た
Ｂ
さ
ん
や
Ｃ
さ
ん
、
Ｄ
さ
ん
の
話
や
体
験
を
聞
く
と
、
Ａ
さ
ん
の
総
括
的
な
話
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

大
づ
か
み
に
言
う
と
、
一
九
三
〇
年
代
を
中
心
に
い
く
つ
か
の
土
木
、
建
設
関
係
の
工
事
現
場
で
朝
鮮
人
労
働
者
の
姿
が
み
ら
れ
、
仕
事
の
現
場
を
求
め
て
、
こ
の
近

辺
を
転
々
と
し
な
が
ら
居
住
し
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
多
く
は
一
九
四
三
〜
四
五
年
に
か
け
て
西
日
本
各
地
、
と
り
わ
け
京
阪
神
地
方
か
ら
「
自
主
疎
開
」
し
て
家
族
と

も
ど
も
移
住
し
て
き
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
戦
後
す
ぐ
に
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
当
地
に
居
つ
い
た
が
、
当
時
の
日
本
人
の
心

な
い
差
別
の
目
線
や
偏
見
、「
村
八
分
」
行
為
な
ど
が
相
当
後
ま
で
も
続
い
て
い
た
こ
と
、
同
胞
同
士
は
仕
事
や
情
報
の
共
有
を
通
じ
て
助
け
合
っ
て
き
た
こ
と
が
浮
か
び

あ
が
る
。
さ
ら
に
そ
の
間
、
自
主
的
に
生
ま
れ
て
き
た
民
族
学
校
や
民
族
学
級
が
同
胞
た
ち
の
自
尊
心
を
高
め
、
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
自
信
を
培
っ
て
き
た
こ
と
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
一
九
六
〇
年
以
降
の
高
度
成
長
期
以
後
、
こ
の
人
々
の
生
活
条
件
は
か
な
り
改
善
さ
れ
て
は
き
た
。
し
か
し
そ
の
条
件
は
、
日
夜
刻
苦
勉
励
し
て
き

た
こ
の
人
々
の
努
力
に
よ
り
結
実
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
世
代
の
人
達
、
す
な
わ
ち
初
期
の
在
日
二
世
は
七
〇
歳
代
の
半
ば
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
人
た

ち
の
体
験
を
地
域
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
早
急
に
必
要
で
あ
ろ
う
。

附

（
表
9
）
及
び
（
表
10
）
は
一
九
四
八
年
以
後
の
甲
賀
郡
の
市
町
村
別
外
国
人
登
録
人
口
の
推
移
で
あ
る
。
表
に
よ
り
、
資
料
出
所
が
異
な
る
の
で
、
必
ず
し
も
正
確
な

数
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
六
〇
年
代
の
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
へ
の
「
帰
国
運
動
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
聞

き
取
り
調
査
で
も
語
ら
れ
た
が
、
総
数
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
数
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
七
四
年
以
降
は
登
録
人
口
が
再
び
増
加
に
転
じ
て
い
る
原
因
は

不
明
で
あ
る
。
就
業
場
所
が
経
済
成
長
の
延
長
下
で
増
加
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
参
考
ま
で
に
二
〇
一
二
年
末
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
ペ
ル
ー
人
の
合
計
数
は
湖
南
市
で

一
五
一
一
人
、
甲
賀
市
で
一
四
二
一
人
で
あ
り
、
在
日
コ
リ
ア
ン
人
口
の
い
ず
れ
も
約
三
倍
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
南
米
か
ら
の
日
系
外
国
人
労
働
者
と
そ
の
家
族

は
湖
南
市
に
所
在
す
る
製
造
業
な
ど
の
工
業
団
地
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
で
あ
る
が
、
聞
き
取
り
を
し
た
方
々
の
話
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
工
業
団
地
で
働
い
て
い
る
在

日
コ
リ
ア
ン
の
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
（
表
9
）、（
表
10
）
に
み
る
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
以
降
も
、
こ
の
地
域
で
之
在
日
の
人
口
は
減

少
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
増
加
は
し
て
い
な
い
。
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（
表
9）
戦
後
の
湖
南
・
甲
賀
地
域
の
在
日
コ
リ
ア
ン
人
口
推
移
（
1）

甲
賀
郡

外
国
人

登
録
数

朝
鮮
・
韓
国
人
登
録
者
数

甲
賀
郡

合
計

石
部
町

三
雲
村

岩
根
村

下
田
村

伴
谷
村

柏
木
村

水
口
町

貴
生
川
町
大
野
村

土
山
町

鮎
河
村

山
内
村

佐
山
村

大
原
村

油
日
村

甲
南
町

雲
井
村

信
楽
町

朝
宮
村

小
原
村

多
羅
尾
村

1948.12
1164

1164
1949.12

1172
1172

1950.12
1128

1127
1951.12

1062
1059

1952.12
1064

1064
※
218

※
116

※
5

－
－

※
82

※
155

※
81

※
45

※
95

※
－

－
※
70

－
※
18

※
2

※
59

※
16

※
29

－
1954.12

1126
1125

※
247

※
117

※
20

－
－

※
81

※
162

※
87

※
49

※
59

※
－

－
※
97

－
※
19

※
4

※
54

※
11

※
30

－

1955.03
1174

1174
※
255

※
124

※
11

－
－

※
92

※
181

※
87

※
45

※
32

※
－

－
※
95

－
※
17

信
楽
町

※
141

甲
西
町

水
口
町

土
山
町

甲
賀
町

148
1955.12

1170
1170

247
140

2
353

181
83

16
160

1957.03
1202

1201
287

143
－

342
197

54
18

162
1958.03

1176
1175

276
134

－
330

198
58

17
164

1959.03
1194

1193
281

143
334

195
58

18
151

1960.03
1179

1178
292

131
346

188
53

17
135

1960.12
1148

1147
289

137
330

185
53

18
139

1961.12
1143

1140
279

155
330

176
44

17
111

1962.12
1090

1087
299

148
316

165
38

10
109

1963.12
1059

1058
297

165
290

152
34

11
99

1964.12
1032

1027
280

160
293

150
34

11
104

1965.12
1027

1019
292

151
278

150
34

10
92

1966.12
1024

1016
286

161
279

153
34

11
83

1967.12
1019

1011
288

167
282

147
34

10
79

1969.01
1014

1003
291

174
275

139
34

11
77

1970.01
1008

1000
285

163
294

138
33

10
45

1971.01
961

957
258

156
296

131
53

18
73

1972.01
1007

999
269

161
312

131
33

20
76

1973.03
1012

998
254

170
316

129
35

18
73

1974.03
1037

1022
254

189
330

125
30

21
76

1975.03
1130

1112
280

227
361

129
28

20
73

1976.03
1152

1123
286

219
358

134
32

27
68

1977.03
1138

1105
267

215
361

143
25

26
67

1978.03
1133

1096
263

232
351

142
21

25
63

1979.03
1163

1128
273

252
356

141
24

19
62

1980.03
1169

1141
281

273
345

143
25

12
62

1981.03
1149

1123
275

271
335

142
25

13
52

1982.03
1129

1098
276

270
321

141
25

13
51

1983.03
1153

1120
283

286
313

143
29

15
50

1984.03
1169

1135
282

292
321

140
28

22
48

1985.03
1177

1138
277

308
320

138
29

18
1986.03

1173
1120

50
1987.03

1172
1113

269
306

303
137

27
21

53
1988.03

1172
1107

268
315

298
123

26
24

52
1988.12

1189
1110

272
329

283
118

29
27

49
1989.12

1260
1120

276
337

290
109

34
25

滋
賀
県
観
光
労
働
部
観
光
交
流
局
国
際
課
調
べ
よ
り
（
旧
甲
賀
郡
地
域
）
※
の
数
は
朝
鮮
・
韓
国
人
以
外
の
外
国
人
を
含
む
。
年
月
日
は
1969

年
は
1
月
1
日
、
そ
れ
以
外
は
各
月
31
日
。
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※
引
用
文
中
、
差
別
的
表
現
と
み
ら
れ
る
個
所
も
資
料
上
の
正
確
さ
を
失
わ
な
い
た
め
に
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

注（1
）
先
行
研
究
と
し
て
は
滋
賀
県
立
大
学
・
大
学
院
生
で
あ
っ
た
稲
継
靖
之
氏
の
「
戦
前
期
の
滋
賀
県
に
お
け
る
朝
鮮
人
」（
二
〇
〇
五
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
諸
論

文
や
大
津
市
在
住
の
清
水
義
昭
氏
の
現
地
調
査
、
そ
し
て
滋
賀
県
立
大
学
の
河
か
お
る
氏
の
「
滋
賀
県
に
お
け
る
朝
鮮
人
強
制
動
員
の
記
録
」（『
滋
賀
県
立
大
人

間
科
学
部
研
究
紀
要
』
所
載
）
な
ど
が
あ
る
。
特
に
本
論
で
は
稲
継
氏
の
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
同
氏
が
作
成
し
た
人
口
統
計
表
な
ど
は
そ
の
ま
ま
引
用

さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。（
注
の
2
、
3
、
4
も
同
様
）
ま
た
河
か
お
る
氏
の
論
文
で
は
「
滋
賀
強
制
動
員
被
害
調
査
結
果
現
況
」
の
一
覧
表
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
る

（表 10）戦後の湖南・甲賀地域在住コリアンの人口推移（2）
年次 石部 甲西 水口 土山 甲賀 甲南 信楽 合計
1988 272 329 283 118 39 27 52 1120
1989 276 337 290 109 34 25 49 1120
1990 279 336 290 102 23 35 45 1110
1991 254 348 303 94 33 33 44 1109
1992 240 353 312 90 34 34 49 1112
1993 236 357 315 85 32 32 41 1098
1994 229 362 318 80 31 44 37 1101
1995 207 365 312 78 31 40 36 1169
1996 196 369 315 81 28 40 31 1060
1997 191 365 305 83 30 42 33 1049
1998 178 360 298 75 29 45 32 1017
1999 177 358 279 68 34 40 34 990
2000 166 359 292 61 29 43 33 977
2001 159 350 281 55 28 41 31 945
2002 156 331 270 43 25 38 35 898
2003 147 318 265 43 25 33 32 863
2004 454 370 824
2005 429 340 769
2006 427 342 769
2007 398 339 737
2008 388 328 716
2009 366 316 682
2010 361 310 571
2011 294 294 653
2012 292 292 636
注）  湖南市＝旧石部町、甲西町、甲賀市＝旧水口町、甲賀町、土山町、
甲南町、信楽町

備考）  滋賀県観光労働部観光交流局国際課調より加工（毎年末調査）。
外国人登録人口および住民基本台帳人口登録者数。
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が
、
そ
の
中
で
は
次
の
よ
う
な
具
体
的
な
作
業
場
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
滋
賀
航
空
隊
、
大
津
航
空
隊
、
第
九
八
部
隊
（
中
部
第
八
航
空
教
育
隊
）、
中
部
第

三
七
部
隊
、
一
二
五
五
三
部
隊
、
農
耕
勤
務
隊
、
歩
兵
七
八
聯
隊
補
充
隊
、
四
一
九
部
隊
、
八
日
市
部
隊
、
堅
田
所
在
工
場
、
岡
崎
産
業
、
日
窒
鉱
業
土
倉
鉱
業
所
、

住
友
金
属
伸
銅
所
、
小
野
田
セ
メ
ン
ト
彦
根
工
場
、
滋
賀
航
空
隊
工
事
場
、
逢
坂
ト
ン
ネ
ル
工
事
場
、
甲
賀
郡
所
在
炭
鉱
、
大
津
所
在
工
場
、
八
日
市
所
在
飛
行

場
（
右
記
現
場
で
の
被
害
者
、
生
存
者
の
合
計
動
員
数
は
一
〇
八
名
と
計
算
さ
れ
て
い
る
）。

（
2
）『
大
阪
朝
日　

滋
賀
』
一
九
三
〇
年
七
月
二
二
日
の
記
事
。

（
3
）『
大
阪
朝
日　

京
附
』
一
九
二
四
年
六
月
一
八
日
の
記
事
（
大
津
職
業
紹
介
所
主
任
談
・
青
柳
主
任
書
記
の
談
話
）。

（
4
）
中
央
協
和
会
「
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
三
月
現
在　

協
和
事
業
機
構
調
」
よ
り

（
5
）
河
か
お
る
「
滋
賀
県
に
お
け
る
強
制
動
員
の
記
録
」、
お
よ
び
塚
崎
昌
之
「
一
九
四
五

年
の
日
本
へ
の
朝
鮮
人
強
制
連
行
」（『
季
刊
戦
争
責
任
』
五
五
号
、二
〇
〇
七
年
）
ほ
か
。

雨
宮
剛
『
も
う
ひ
と
つ
の
強
制
連
行
〜
謎
の
農
耕
勤
務
隊
〜
足
元
か
ら
の
検
証
』

二
〇
一
二
年
、
自
費
出
版
）。
こ
の
書
に
は
滋
賀
県
瀬
田
町
（
現
大
津
市
瀬
田
地
域
）

と
長
浜
市
周
辺
の
農
耕
隊
の
存
在
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
塚
崎
昌
之
「
朝
鮮

人
徴
兵
制
度
の
実
態
〜
武
器
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
『
兵
士
』
た
ち
」（『
在
日
朝
鮮
人

史
研
究
』
第
三
四
号
）

指
導
員
数
補
導
員
数

正
会
員

準
会
員

在
住
男
子
在
住
女
子

大
津
支
会
一
四

四
一

九
七
一

一
七
二
〇
一
四
三
六
一
二
五
五

水
口
支
会
七

一
〇

二
七
一

五
六
九

四
八
二

三
六
一

信
楽
支
会
七

七

二
〇
八

三
八
三

三
三
〇

二
六
一

県
内
合
計
一
六
四

二
一
五

三
五
二
一
六
八
一
九
五
八
〇
三
四
五
四
七

（
指
導
員
と
は
朝
鮮
人
で
協
和
会
事
業
に
協
力
的
な
者
、
す
な
わ
ち
「
皇
民
化
」
政
策
に

協
力
的
な
者
を
特
に
選
ん
で
会
の
事
業
に
協
力
さ
せ
た
人
び
と
で
あ
る
。
補
導
員
と
の

違
い
は
不
明
）

「関係地域略図」




